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2023について

国際戦略局参事官室



●日程： 2023年10月8日（日）～12日（木）（5日間）

※ ホスト国主催の「Day 0」（10/8) と国連主催の「Day1-4」(9-12)で構成

●場所： 国立京都国際会館（京都市）

※ VIPの宿泊先は「ザ・プリンス京都宝ヶ池」を想定。

●参加者：産官学等から5,000人規模の現地参加（＋オンライン）

総理や国連事務総長､各国閣僚や議員（数十名)の参加を想定

●メインテーマ："The Internet We Want - Empowering All People"
（「私たちの望むインターネット―あらゆる人を後押しするためのインターネット―」）

 閣僚級ハイレベルセッションや各国議員のパーラメンタリートラック、ユーストラック含め、約300セッションが開催。

 現在、8つのサブテーマに沿って、IGFが5/20までセッションを公募。7月上旬にIGF関係者で決定予定。

 日本からは、「日本IGFタスクフォース」を中心にセッション案の応募を含め、各種企画を検討中。

＜サブテーマ＞

① AI・先端技術 ② インターネットの分断回避 ③ サイバーセキュリティ、サイバー犯罪、オンラインの安全性 ④ データガバナンス・トラスト

⑤ デジタルデバイド・包摂性 ⑥ グローバルデジタルガバナンス・協力 ⑦ 人権及び自由 ⑧ 持続可能性・環境

インターネット・ガバナンス・フォーラム2023の日本開催

■ インターネットに関する諸課題について、国連主催のもと、政府、民間、技術・学術コミュニティ、市民社会等の
マルチステークホルダーが対等な立場で対話を行うインターネット政策の分野では最も重要な会議の1つ

■ 今般、日本がホスト国として2023年会合を開催（2005年の設立以来、毎年1回開催）

＜IGFとは＞
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IGF2022の様子（講堂：大臣ビデオメッセージ、小会議室セッション）

IGF2022レセプション

独首相(当時)と事務総長



10/8（日）
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10/9（月・祝）
Day 1

10/10（火）～11（水）
Day2~Day3

10/12（木）
Day 4

午
前

ハイレベル
リーダー
セッション

各種セッション
（10程度の会場で
同時並行開催）

オープニングセレモニー 各種セッション 各種セッション

午
後

ハイレベル
リーダー
セッション

各種セッション ハイレベル
リーダー
セッション

各種セッション 同上 クロージング
セレモニー

夜 ハイレベルレセプション レセプション
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第17回IGF（インターネット・ガバナンスフォーラム）会合結果

○ 日時 ：2022年11月28日（月）～12月2日（金）
○ 開催地 ：エチオピア・アジスアベバ（UNECA（国連アフリカ経済委員会）カンファレンスセンター）
○ 参加者 ：政府、民間企業、学術界、市民社会等から約2,500人が現地参加（オンライン登録もあわせると4,000人以上）

。ハイレベルではエチオピアのアビィ首相、グテーレス国連事務総長が参加。総務省からは吉田総務審議官らが参加。

１. オープニングセレモニー

（１）グテーレス事務総長（ビデオメッセージ）
「テクノロジーは生活を大きく変えつつあるが、同時に、規制を追い越し、不平等を悪化させ
るものでもあり、デジタルの未来は人間中心のものでなければならない」と発言し、ユニバーサル
な接続性、表現の自由、プライバシーの権利、オンラインの安全性、安全で責任あるデータの
利用等に言及。
（２）エチオピア アビィ・アハメド首相

「エチオピアの包摂性と繁栄への願望がテクノロジーの進歩と密接に結びついている」と発言。
「アフリカ諸国は、我々の価値観に調和し、革新的な技術を活用することで、標準（
Standards）に影響を与えることができるはずだ」と発言。また、IGFが 「我々が望み、強靱
で安全で包摂的なグローバルコミュニティを確実に作るための、具体的で実用的かつ実行可能
な提案」を提供するよう促した。

２. ハイレベル・セッション
（１）ハイレベル・リーダーズ・セッションⅢ

エチオピア主催のハイレベル・リーダーズ・セッションにおける「デジタルの信頼とセキュリティ」をテ
ーマにしたパネルセッションにおいて、国際的な信頼性のフレームワーク、サイバー空間における
規範の必要性等様々な論点について議論が行われた。吉田総務審議官からは、デジタルの
気候変動への貢献として日本の省エネ化の取組の紹介、サイバーセキュリティ分野の人材育
成の重要性、偽情報対策は言論の自由を確保しつつグローバルなマルチステークホルダーが取
り組むべき課題等と発言。

＜エチオピア アビィ首相＞

＜ハイレベル・リーダーズ・パネルⅢ＞



（参考）来年の日本開催へ向けて参考となるポイント

（参加者へ配布されたトートバッグ（＋
中にはメモ用のノート）。エチオピアの
名産品である革製品を使用。）

（SNSへの投稿を意識したオブジェ。） （国連側の保有するZoomを使用。オンライン

参加者もチャット機能を使用してコメントを書
き込める。）

（会場内はどこでもWiFi接続可能。速度は
決して速くはないが問題のないレベル）。）

（全てのセッションにほぼリアルタイムで英語
のトランスプリクションが表示（カリフォルニア
の企業が遠隔で実施している模様）。） （IGFビレッジというブースコーナーで、総

務省もブース展示を実施。京都サイドの協
力も得て、京都のPR・質疑対応を実施。
1000人以上が訪問。ピンバッジが好評。）

（会場近くの公園を利用したエチオピア
政府主催の大規模なレセプション。IGF
ではミュージックナイトという開催国の音
楽を奏でるものが恒例となっている。）（会期中は毎日参加者に昼食を提供。

ビュッフェ形式でエチオピア料理を始め
、アフリカ・欧州・アジア料理が提供。）
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